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講
座
で
ク
イ
ズ
に
答

え
る
明
石
高
専
の
学

生
た
ち防災機能  全ての駅で充実を
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経
験
し
た
こ
と
の
な
い
驚
愕
の
出

来
事
で
し
た
。
１
９
９
５
年
に
発
生

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
震

源
地
に
あ
る
大
学
に
い
た
時
で
、
恐

ろ
し
さ
に
身
が
す
く
み
ま
し
た
。
大

震
災
の
起
き
た
日
、
周
辺
の
家
屋
は

倒
壊
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全
て
途

絶
え
、
絶
望
的
な
気
分
に
襲
わ
れ
た

の
は
今
も
鮮
明
な
記
憶
で
す
。

　

同
時
に
妙
な
感
覚
も
覚
え
ま
し

た
。
被
災
地
で
は
皆
が
冷
静
に
、
淡

々
と
被
災
者
を
運
ぶ
救
急
車
の
通
る

道
を
確
保
し
よ
う
と
協
力
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
思
い
の
ほ
か
冷
静
に
な

れ
た
こ
と
に
驚
き
、
日
本
人
に
は
災

害
に
対
応
で
き
る
遺
伝
子
が
備
わ
っ

て
い
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
そ
ん
な

体
験
か
ら
道
の
駅
の
防
災
問
題
に
強

い
関
心
を
持
っ
た
の
で
す
。

　

道
の
駅
に
出
合
っ
た
の
は
約
10
年

前
、
大
学
院
で
地
域
活
性
化
の
研
究

に
携
わ
り
、
奈
良
県
で
ま
ち
づ
く
り

の
活
動
を
し
て
い
た
頃
で
す
。
人
口

減
少
と
高
齢
化
が
進
む
町
の
活
性
化

を
探
っ
て
い
て
、
地
域
の
魅
力
の
発

信
拠
点
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
道

の
駅
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

全
国
の
道
の
駅
を
報
道
す
る
ル
ー

ト
プ
レ
ス
を
知
り
発
行
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
研
究
員
に
な
っ
て
、
２
０
１
３
年

春
に
仙
台
市
で
開
か
れ
た
国
連
の
世

界
防
災
会
議
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
、
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
以
来
、
全
国
の
道
の
駅
を

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
訪

れ
た
駅
は
１
０
０
駅
余
り
。
ど
こ
も

特
色
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、

駅
を
訪
れ
れ
ば
地
域
の
風
土
、文
化
、

歴
史
が
分
か
り
、
地
元
の
地
域
愛
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
人
の
移
動
が
制
限
さ
れ
、
経
済

活
動
が
大
き
く
落
ち
込
ん
で
も
、
め

げ
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
道
の
駅
も
あ

り
ま
す
。
道
の
駅
が
、地
域
を
愛
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
月
に
１
度
は
道
の

駅
を
訪
れ
、
地
元
の
方
々
の
話
を
伺

っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
研
究
を
続
け

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
道
の
駅
の
関
係

者
、
地
元
の
生
産
者
ら
に
お
会
い

し
て
、
温
も
り
に
触
れ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
郷
土
愛
と
優
し
さ
に
い

つ
も
感
激
し
元
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

防
災
道
の
駅
制
度
の
ス
タ
ー
ト
で

大
震
災
の
体
験
が
よ
み
が
え
り
、
道

の
駅
の
防
災
機
能
が
全
て
の
駅
で
充

実
す
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。
今

後
は
道
の
駅
の
海
外
展
開
に
携
わ
り

た
い
と
考
え
て
お
り
、
日
本
発
祥
の

道
の
駅
が
世
界
に
展
開
し
、
世
界
の

防
災
、
貧
困
・
飢
餓
問
題
を
解
決
す

る
契
機
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

地
域
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
し
た

い
と
望
む
地
域

住
民
の
、
熱
意

と
創
意
工
夫
が

反
映
さ
れ
る
制

度
だ
か
ら
で
し

ょ
う
。

ルートプレスの今後についてのアンケート ルートプレスの今後についてのアンケート 回答用紙
　本紙は新潟県中越地震を機にゼロ号を発行して以来 16 年、道の駅

の防災拠点化を主要テーマに報道してきました。「防災道の駅」の制

度化が実現し、一定の役割が果たせたと思います。今回が 60 号。人

間でいえば還暦です。そこで、アンケートも紙面刷新をはじめ、読者

の皆さんのご意見、ご要望をお聞きし、ともにルートプレスの今後を

考えたいと思います

Ｑ１．形態（タブロイド判）／発行回数（季刊）／配布場所（道の駅）

など、現在の形について、今後を含めてどう思いますか？　ご自由に

お考えを聞かせてください。

（ ）

Ｑ２．インターネットの時代、一般的には電子新聞への移行が進んで

いますが、WEB は速報性や拡散力に優れ、紙媒体は一覧性や手元に

残る点が特長です（本紙も HP で紙面が読めます）。電子化について、

ご自由にご意見をお書きください。

（ ）

Ｑ３．道の駅の情報は TV、ラジオ、新聞（ルートプレスを含む）、ネッ

ト、自治体広報など、あふれています。あなたは現在、どんな手段で

道の駅の情報を得ていますか？　今後は、どんな方法があれば良いと

思いますか？　ご自由にお書きください。

（ ）

Ｑ４．その他、道の駅に関して知りたいこと、興味があることを、ご

自由にお書きください。

（ ）

Ｑ５．本紙はどこの道の駅で入手しましたか？

（ ）

Ｑ６．本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください。

（ ）

Ｑ１：ご自由にお考えをお聞かせください

Ｑ２：ご自由にご意見をお書きください

Ｑ３：ご自由にご意見をお書きください　

Ｑ４：ご自由にお考えをお書きください　

Ｑ５：都道府県（ ）
　　　道の駅名（ ）

Ｑ６：本紙を入手した道の駅の印象をお聞かせください

お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男性　　　女性
年　　　齢：　　　歳
ご　職　業：

ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う
と
、
毎

号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の
み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定

で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回
答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20

人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 令 和 ３ 年 12 月 31 日

（金）。宛先は、〒 102-0075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

■日本橋梁建設協会が学生に橋の出前講座
　世界に誇る日本の橋梁建設技術を次世代に継承する
ため、日本橋梁建設協会は優秀なエンジニアを育成し、
魅力ある企業を実現する取り組みの一つとして、大学
生・高専生を対象に「出前講座」を実施している。コ
ロナ禍の中だが、緊急事態宣言が解除された地域で細
心の注意を払いながら対面開催。
　今年も６月に京都府・舞鶴工業高等専門学校建設シ
ステム工学科と兵庫県・明石工業高等専門学校都市シ
ステム工学科で実施。大学でも６～７月にかけ立命館
大、東京都市大、関西大などで開催した。
　出前講座では、同協会会員各社の第一戦で活躍して

いる技術者が直接出向き、鋼橋について説明、鋼橋へ
の理解を深めてもらう。

舞鶴高専の講座では、４年生 36 人を前にＪＦＥエ
ンジニアリング株式会社の木本智美氏が講師を務め、
明石高専でも４年生 38 人が、日本橋梁株式会社技術
チームの亀井友紀子氏のクイズも交えた話に熱心に耳
を傾けた。
　講義後のアンケートでも、「体験談が聞け働くイメ
ージができた」「鋼橋に関心が持てた」「普段の授業で
は聞けない話が聞けた」等のコメントが多数あり、講
師らは「将来の手助けになればうれしい」と話してい
る。
　同協会の会員各社は、東日本大震災発生から 10 年
の節目を迎え、大規模災害発生時に、迅速に被災地域
の鋼橋を点検したり、近年の激甚災害で被災した鋼橋
の復旧工事では、極めて短期間で復旧を完了、鋼橋の
早期機能復旧・修復に技術力を示すなど活躍。同協会
は、出前講座を魅力ある事業にしたいと考えており「興
味ある学校は声をかけてほしい」と話している。

しょうなん
原和重代表取締役社長

　手賀沼にかかる手賀大橋のたもとに

千葉県柏市箕輪新田 59-2
県道船橋我孫子線　EL.04-7190-1131

立地する道の駅。新鮮野菜や加工品をはじめ地元
農産物を使用したオリジナルソフトが大人気で
す。収穫体験も開催しており、買ったり食べたり
体験したりと、地元農産物を色々な形で堪能でき
ます。レンタサイクルでの手賀沼周遊もおすすめ。

十文字
樋渡直駅長

　昔から交通の要衝である十文字町の市

秋田県横手市十文字町海道下 21-4
国道 13 号　TEL.0182-23-9320

街地にあり、地域の皆さんにも気軽にご利用いた
だいています。季節の野菜や果物はもちろん、こ
こでしか味わえない手作りの漬物や菓子なども豊
富に取り揃えております。裏庭ではヒツジとヤギ
がお出迎えし、癒しの時間を過ごせます。

星のふる里ふじはし
横山忠幸課長

　揖斐川の上流に位置し、森と清流の

岐阜県揖斐川町東横山 264-1
国道 303 号　TEL.0585-52-2020

恵みを受け、静かな自然と一体になれる空間。夜
は満天の星が輝きます。構内には日帰り温泉も備
え、ゆったりした時間をお過ごしいただけます。
週末はキッチンカーの出店や、年に数回マルシェ
などイベントを開催し、お客様をお迎え致します。
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